
 

２ 中学部 

（１）教育目標 

   健康で安全な生活を送り、知識や技能を広げ、経験や体験を基に、自ら考え判断する力と表現する力を発揮 

し、仲間を思いやりながら、助け合ったり協力したりする。 

 

（２）方針 

  ア 生徒一人一人を尊重し、教職員間の共通理解に基づいた学習指導、生徒指導に努める。 

イ 将来の自立と社会参加を目指して、キャリア教育の視点に基づいた個別の指導計画を作成し、指導内容・

方法の改善・充実に努める。 

  ウ 生徒一人一人の実態に応じた学習集団の編成や環境の整備に努める。 

  エ ＩＣＴを効果的に活用し、一人一人に応じた学習活動、内容の充実に努める。 

  オ 基本的な生活習慣の定着を図るために、基礎的・基本的な内容を重視するとともに、生徒の知識・技能、 

思考力・判断力・表現力等に応じた指導の工夫と改善に努める。 

  カ 体力の維持増進に努めるとともに、健康・安全に生活しようとする態度を育てる。 

  キ 保護者と共通理解を図り、相互の信頼関係に立った教育活動を推進する。 

  ク 地域資源(人材、環境等)を活用した学習をとおして、地域との関わりを深め、社会生活に必要な力の育成 

に努める。 

  ケ 本人や保護者の願いを的確に把握するとともに、生徒一人一人の実態や適性に応じた進路指導の充実に努 

める。 

  コ 「個別の教育支援計画」を活用し、地域や保護者、関係機関との連携を図る。 

 

（３）今年度の重点目標 

    「『すてきな中学生』 ～子どもからおとなへ～ 」 

  ア 一人一人に身に付けたい力と各教科等との関連付けを明確にした個別の指導計画の作成・評価に努める。 

  イ 一人一人の課題に沿った学習内容及び指導の充実を図る。 

  ウ 学年間の連携を図り、系統性のある指導に努める。（カリキュラム表の活用） 

 

（４）教育課程 

  ア 編成の方針 

  （ア）学校教育目標、学部教育目標を踏まえ学級目標を設定する。また、生徒一人一人の障がいの状態や発達 

段階に応じた個別の指導計画を作成し、効果的な指導を行う。 

  （イ）生徒一人一人の課題に応じて支援内容や方法を工夫し、指導の充実を図る。 

  （ウ）各教科等を合わせた指導では、各教科等の目標や内容との関連性を考慮した計画等を作成し、指導を行 

う。 

  （エ）総合的な学習の時間を設け、各教科等を合わせた指導、及び各教科等の指導と相互に関連付けた指導を 

行う。 

  （オ）特別の教科道徳については、自立と社会参加に向けて身近な人と仲良くし、決まりを守るなど自ら判断 

や行動ができるように、発達段階に応じ全教育活動をとおして意図的、計画的に継続した指導を行う。 

  （カ）指導の記録をとり、教育評価及び教育課程改善のための資料とする。 

 

  イ 教育課程の編成 

  （ア）各教科等を合わせた指導 

    ○日常生活の指導 

     ・日常生活が充実し、高まるように、日常生活や社会生活において必要な基本的な内容を身に付ける。 

    ○生活単元学習 

     ・生活上の目標を達成したり、課題を解決したりするために、一連の活動を組織的・体系的に経験する 

ことによって、必要な知識や技能の獲得とともに、生活上の望ましい習慣・態度を身に付ける。 

    ○作業学習 

     ・作業活動をとおして、働く意欲と自信を高めるとともに、社会生活に必要な知識技能を身に付ける。 



 

  （イ）各教科等の指導 

    ○教科別の指導 

    ａ 国語 

     ・日常生活や社会生活に必要な国語についての理解を深め、伝え合う力、活用する力を養う。 

    ｂ 社会 

     ・地理的環境、社会の仕組み、歴史や文化等について具体的な活動や体験をとおして理解する力を養う。 

    ｃ 数学 

     ・数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解し、生活や学習に活用しようとす 

る力を養う。 

    ｄ 理科 

     ・自然を愛する心情を養うとともに、自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、日常生活や社 

会生活に生かそうとする力を養う。 

    ｅ 音楽 

     ・音楽的な見方・考え方を働かせて、表現したり聴いたりするなど、様々な音楽に親しんでいく態度を 

養う。 

    ｆ 美術 

     ・造形的な視点について理解し、表し方を工夫する技能を身に付けるとともに、造形や作品などを鑑賞 

し自分の見方や感じ方を深め豊かな情操を養う。 

    ｇ 保健体育 

     ・各種の運動の特性に応じた技能等及び自分の生活における健康・安全について理解するとともに、基 

本的な技能を身に付ける。 

    ｈ 職業・家庭科 

     ・将来の家庭生活や職業生活に関する基礎的な知識や技能を身に付け、生活を工夫し考えようとする実

践的な態度を養う。 

    ○特別活動 

     ・学校行事、学級活動、係活動等の集団活動をとおして、心身の調和的発達を図るとともに、一人一人 

の個性を伸ばし、相互に理解し合い、協力してより良い生活を築こうとする態度を育てる。 

    ○自立活動 

     ・自己のもつ能力や可能性を最大限に伸ばし、自立し、社会参加するための基盤となる「生きる力」を 

培う。 

     ・主体的に取り組む活動の中で、一人一人の障がいの状態等に応じたきめ細かな指導の充実を図る。 

    ○特別の教科道徳 

     ・互いの個性を尊重し、信頼と共感をもって協力する力を育む。 

 

  （ウ）総合的な学習の時間 

     ・生徒の様々な事物への興味や関心を引き出す学習を組織し、見る、気付く、考える、調べる、行動す 

るという力を育てる。 

 

（５）年間行事等計画 

実施期日 行 事 担 当 者 

４月17日(金) 新入生を迎える会 ◎小路、佐古、星澤、竹原 

７月 ２日(木)～７月 ３日(金) 宿泊研修（２年） 竹原 

７月 ８日(水)～７月10日(金) 見学旅行（３年） 辰巳 

３月 ８日(月) 卒業生を送る会 ◎佐藤、曽我、山本慎、小路 

 


